
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
［第 3グループ内の例会日］  狭山(金)、新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(火)、所沢西(火)、所沢東(木)、所沢中央(月) 

第 1032回(3月 17日)例会の記録  
              2014～2015年度  第２５７０地区第３グループＩＭに振替 （３月１４日）  
       
※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 
４０名  ３６名 84.62％ 65.79％ 

 
        ＩＭプログラム  
第一部式典 
       司会ホストクラブＳＡＡ佐藤圭司 
12：00 登録 
13：00 点鍾   ガバナー補佐 沼崎正德 
 国歌斉唱 ソングリーダー    柴田譲 
 奉仕の理想ソングリーダー     柴田譲 

開会宣言 実行委員長     栗原成実 
 （物故者黙祷）  
 歓迎の言葉 ホストクラブ会長  稲見 淳 
 開会挨拶    ガバナー補佐   沼崎正德 
 来賓紹介    ガバナー補佐   沼崎正德 
    （狭山市長、ガバナー、地区幹事、パスト 

ガバナー、他グループガバナー補佐） 
 来賓挨拶 狭山市長 
 仲川幸成様 
 来賓挨拶 ガバナー 坂本元彦様 
13：50 諸事お知らせ 

～～～休憩（１０分）～～～ 
 

14：00 記念演奏会  
  弦楽四重奏  

栗原ディクソン麻里様 他 
合唱『奉仕の理想』、『花は咲く』 

～～～休憩（５分）～～～ 
14：35 記念講演 『次代を育てる』 
  講師：元プロ野球選手  

 石毛宏典様 
15：30 講評 ガバナー坂本元彦様 
        次期ガバナー補佐について 
       ガバナー補佐 沼崎正德 
15：45 閉会点鍾    

ガバナー補佐    沼崎正德 
～～～会場移動・休憩（１５分）～～ 
 

 
 
 
 
 

 
第二部懇親会 

司会 ホストクラブ幹事 江原伸夫 
16：00 開宴挨拶    ガバナー補佐沼崎正德 
     来賓挨拶 ガバナー  坂本元彦様 
     乾杯発声 入間ＲＣ会長 加藤国夫様 

 
～～ご歓談・ＢＧＭ生演奏（約 60分）～～ 
 

演奏：栗原ディクソン麻里様 他  
 

17：15  挨拶  パストガバナー石川嘉彦様 
 中締め 新狭山ＲＣ会長  伊藤宣明様 
 ロータリーソング『手に手つないで』

  参加者全員 
 大締め 狭山ＲＣ会長  大澤譲司様 
 終宴挨拶 実行委員長 栗原成実 
17：30 お開き   
 
 
 
 
  インターシテイミーテイング 
 
 
 
 
 
 
  
      ＩＭテーマ 
『ロータリーを楽しみ、思いを次代につなぐ』 

 

週)報
2014～2015 年度)) ) ＲＩ会長)ゲイリーＣ.Ｋ.ホァン)

ＲＩのテーマ) 『ロータリーに輝きを』)
地区のテーマ)))｢行動) ACTION｣) ガバナー)坂本元彦)

狭山中央ロータリークラブ国際ロータリー

第２５７０地区

〔例会場〕狭山東武サロン〒350-1305) 狭山市入間川 3-6-14)TEL)04-2954-2511 
〔事務所〕〒350-1305)狭山市入間川１-24-48)TEL)04-2952-2277)FAX)04-2952-2366 
            http://www1.s-cat.ne.jp/schuohrc/E－mail:schuohrc@p1.s-cat.ne.jp 
会長)稲見) 淳) 会長エレクト)江原伸夫))副会長)坂本松男) 幹事)江原伸夫)



開会宣言         栗原成実実行委員長 

公私に渡り土曜日、月末、年度末ということもあ

りまして、お忙しい中、IMの開催の案内を致しま
したところ、多くのロータリアンに参加をして頂

きました。大変ありがとうございます。感謝を申

し上げます。 
私は狭山中央ロータリークラブのメンバーで、今

回この IMに際しまして実行委員長を命じられた、
栗原成実と申します。不慣れでありますので、な

んとなく不安な所がたくさんあるのですが、どう

ぞ皆様の「Dear Friend」という言葉で、ご容赦願
えれば有り難いと思っております。 
今日は狭山市長仲川幸成様、国際ロータリー2570
地区の坂本元彦ガバナーのご来賓を賜りまして、

大変ありがとうございます。どうぞよろしくお願

い申し上げます。 
IMにつきましては、この後ガバナー補佐の沼崎
より主旨等色々あると思いますが、なにせ我々の

クラブは 12クラブの末弟ございまして、初めての
IM 開催ということになりました。クラブ全員で、
なんとかこの IM を皆様が楽しんで頂けるように

と日々努力してまいった次第でございます。会議

の中で、とにかく初めてのことだから大変だろう

けれども、思いやりの心で皆様を出来るだけ IM
に参加してよかったと思えるようにしようという

心意気でここまでやって参りました。今日はこの

後バイオリンによる四重奏、並びに石毛宏典さん

の講演がございますので、意義ある一日にして頂

きたいと思います。 
ただ今より、第 3 グループ IM の開催を宣言致

します。宜しくお願い致します。 
 
歓迎の言葉   ホストクラブ会長 稲見 淳  

国際ロータリー第 2570地区・第 3グループの 
IMを開催するにあたり、このように大勢の方に出 

席頂きまして、本当にありがとうございます。 
今日は公務お忙しい中、仲川幸成狭山市長、ご出

席ありがとうございます。そして国際ロータリー

2570地区坂本元彦ガバナー、石川嘉彦パストガバ
ナー、地区役員の皆様、ご出席ありがとうござい

ます。そして我々第 3グループ 12クラブの会長・
幹事を始めとして、このように大勢のロータリア

ンにお集まり頂きましたこと、私共ホストクラブ

の狭山中央ロータリークラブを代表し、御礼申し

上げます。ありがとうございます。 
沼崎正徳第 3 グループガバナー補佐の元、テーマ
「ロータリーを楽しみ、思いを次代につなぐ」を

今日のプログラムにさせて頂きました。まず、弦

楽四重奏の記念演奏、そして石毛宏典様による記

念講演、そして第 2 部と致しまして、懇親会を準
備しております。今日は IMのテーマに則って、「楽
しむ」ということを第一目標に企画させて頂きま

した。是非 12クラブの垣根を取り払い、親睦を深
めて頂き、そしてロータリーを勉強して頂きたい

と思っております。ご協力宜しくお願い致します。 
 
開会挨拶       ガバナー補佐 沼崎正徳 

国際ロータリー2570地区の第 3グループ、第 3グ
ループでは他の所で IM は既に完了しておりまし

て、私共の所が最後となります。そんなわけで、

本日は開会させて頂きます。ご多忙の中ご臨席頂

きました仲川狭山市長、さらに私達の地区のガバ

ナーでいらっしゃいます、坂本ガバナー、地区幹

事の深谷さん、私と一緒にガバナー補佐をして頂

いた 4名の方々、12クラブの面々の方々、そして
色々な関係者の方々に今日ご出席頂きまして、本

当にありがとうございます。上手な挨拶は出来な

いのですが、ほんの少し、狭山市について話をさ

せて頂きます。 
狭山市は今から 60年前、昭和 29年 7月 1日に人
口 3 万人ちょっとということで発足致しました。
当初狭山市の設立の構想は、入間川町と隣の豊岡

町が一緒になって狭山市ができるということだっ

たそうですが、中々話がうまくいかず、入間川町

を中心に、周りにある 5 つの村が一緒になって誕
生したのが、その年の狭山市のスタートとなりま

す。こうしたことから、色々不思議な面白い話が

ございます。狭山市の中に入間という地名があっ

たり、或いは入間市の中に狭山という地名があっ

たりしまして、遠くから引っ越してきた方が入間



だから入間市の市役所に住民登録に行くと、違う

と言われたという話もあったと聞いております。    

そしてこの町には昭和 13 年に陸軍航空士官学校
という飛行機乗りの学校ができまして、それが戦

後、アメリカ空軍のジョンソン基地となり、現在

の航空自衛隊入間基地になっております。毎年 11
月 3 日に開かれます航空祭には、ブルーインパル
スの曲技飛行等、見事な飛行機が見られます。お

よそ 10万人を超えるお客様がいらっしゃる、その
ような町です。 
工業の生産高と致しましては、長年埼玉県 1 を
続けてまいりましたが、ホンダ技研工業の自動車

の生産高の影響がございまして、今は少し追いつ

かれております。 
農業関係におきましては、狭山茶という名前で、

「茶、香る町」というキャッチフレーズがござい

ます。ところが入間市や所沢市の方がお茶の生産

量としては上であります。 
仲川市長は私たちのクラブの名誉会員でござい

まして、実績も業績もご苦労も非常に多い方でい

らっしゃいます。一番最近聞いた話では、やはり

出生数が減少しているということに心を留められ、

若者の出会いの場を設けるという粋な計らいもな

さっております。 
いよいよ IM の話をさせて頂きますが、IM は

Intercity Meetingですが、日本語では都市連合会
という訳がございます。私は今日の会合を 12クラ
ブ合同の例会であると捉え、皆さんがロータリー

を楽しみ、さらに親睦を深める、こうした会にし

たいという気持ちであります。 
現在私達ロータリークラブはメンバー数の減少

や高齢化等、そうした意味で同じような問題を抱

え、将来をどうしたらよいかという意味での問題

を一緒に持っていると思います。これは気持ちだ

けの話なのですが、そうした問題点に対して、ベ

クトル合わせが出来る会になれば最高だと考えて

おります。「ロータリーを楽しみ、思いを次代に繋

げる」、こうした気持ちで題を付けさせて頂きまし

た。 
後程講演して頂きます、元西武ライオンズの石

毛宏典選手に対しましては、彼は現在野球を通じ

て、次の若者を育てるということに腐心されてお

ります。それと同じ意味で、私達がロータリーの

時代を育てる、こうした形で彼の思いを熱く語っ

て頂く、そうした思いでお願いしております。 
実行委員会の皆さん方には、本当に私の出来な

いことを、色々な事に渡ってご苦労して頂きまし

た。その方々に私は最大の感謝と、今日お集まり

の皆様に感謝を頂きまして、挨拶とさせて頂きま

す。ありがとうございました。 
 
 
 
 

来賓挨拶         仲川幸成狭山市長 

 
今日は国際ロータリー2570地区、第 3グループ 
の IMにお招きを頂きまして誠にありがとうござ 
います。 
今日は土曜日ですが、狭山市は第 2 土曜日が学

校の登校日ということになっておりまして、市内

では中学校の卒業式を行っており、おめでたい一

つの日となっております。この会場でも 5 市から
12 のロータリーにお集まり頂いてミーティング
するということで、狭山市においで頂きまして歓

迎を申し上げる次第でございます。 
狭山市におきましては、近年少子化、人口減少、

このようなことがどこの自治体でも喫緊の課題に

なっております。ちょうどこの第 3 グループの所
沢、狭山、入間、飯能、日高においては消防が昨

年度から一つになりまして、埼玉西部消防局とい

うことで発足し、活動しているということ、さら

には埼玉県の地域振興センター、これも所沢に拠

点を構えておりますが、5 市で広域行政を進めよ
うと事業をしております。皆さんのグループと同

じ範囲ということで、色々な意味で連携の取れる

組織であると思っております。 
埼玉県は、昔は入間郡の範疇で、川越が中心と

なり行政を行っておりましたが、人口が増えたと

いうことで細分化を致しました。税務関係、環境

関係、保健所の関係等、皆部署によって組み合わ

せが色々とあるわけですが、私達は今ダイヤプラ

ンというものを、日高は入っておりませんが、4
市で連携しております。日高もそのうち入ればと

いう話だったのですが、日高は川越と付き合って

おりますのでしばらく両方と付き合いたいという

ことで、沢山お金がある市はそれでも良いだろう、

そのうち入りなさいという話をしております。 
私が見ますと、日高市とは飯能寄りと川越寄りが

あるようでして、市長が飯能寄りになると私たち

の方へ顔を見せてくれるのですが、川越寄りにな

りますと冷たくなってしまったり、そのような状

況もあるようでございます。しかしいずれに致し

ましても、埼玉西部地区はこの 5 市でもつという
意識でありますので、色々な意味でロータリーと

も協調していけば有り難いと思っております。 
今日のテーマ「ロータリーを楽しみ」ということ

でありますが、私は若い頃から地域活動をずっと

しておりました。地域活動や奉仕活動とは、やは

り行っている人が使命感に燃えて行っているだけ



では何もならないと思います。することによって

自分が本当に充実感を感じたり、楽しんだりする

ということが、次への更なる奉仕活動への飛躍に

なるとつくづく思っております。 
市長就任以来、「地域の元気さ」ということは私

の前々からの使命感でありましたので、各地区に

町づくり協議会を作って頂いて、そしてその町づ

くりで新たなそれぞれの地域での歴史や文化、産

業、教育福祉に至るまで、皆で良い所を伸ばして

いこうという政策を致しました。皆さんから見た

ら額は少ないのですが、各地区に 100万円ずつ出
し、自由に使って良いので各地区の特長を出して

欲しいということで、その町づくりが進んでおり

ます。しかし今、その町づくりを進めていく人材

の養成も必要だということで、元気大学、今は市

民大学と呼んでおりますが、そこで人材の養成の

ための講座を致しました。そうしましたらその人

材が地域活動もそうですが、NPO法人を作ってく
れまして、地域奉仕活動的な仕事をたくさんして

頂いております。まさに自分の生き甲斐をそこで

見出しているというグループも沢山あります。今

一番大切なものは人の結集であり、そしてその人

が知恵や汗を出しあい、社会の一員として社会奉

仕をして頂くということをより大きくしていかな

ければ、これからの社会、立ち行かないのではな

いかと思っている次第でございます。 
今日も中学校の卒業式で、教育委員会があいさ

つ文を書いてくれるのですが、なかなか難しく、

分りづらいものですから、私は簡単に言おうと思

いまして、「皆さんはパソコンや携帯電話、LINE
等を使って自分を高めているようだけれども、何

よりも大切なことは、人の目を見て、会って、直

接話をしたり、直接相手の心をつかむことだ。そ

れには一人でなく、より大勢の人に関わることが

大切だ」と話してまいりました。まさにロータリ

ーの精神、こうして一堂に会して、今までと違っ

た新たな材料を見つけるということは、非常に大

切だと思っております。 
今日のミーティングがさらに友好の輪を広げ、

自分自身にとっても未来に向かって更に羽ばたけ

る機会になって頂ければ有り難いと思っている次

第でございます。2570地区、第 3グループの益々
のご発展をご記念致しまして、お祝いの挨拶に変

えさせて頂きたいと思います。本日はおめでとう

ございます。 

 
第 3グループ各クラブバナー 

来賓挨拶 
国際ロータリー第 2570地区 

ガバナー坂本元彦様 

 私の言いたいことの半分は狭山中央の会長さん

と沼崎補佐さんがおっしゃって、後の半分は仲川

市長さんがおっしゃいましたので、余り言うこと

は無いのですが、少しだけお話させて頂きます。 
誰かをどうこうということではありませんので、

誤解のないようにして頂きたいのですが、私は

元々、挨拶は短い方が良いと思っております。IM
の事について申しますと、先ほど沼崎補佐さんが

狭山市の成り立ちということを少しおっしゃいま

したので、ご存知だと思いますが IM の成り立ち

についてお話させて頂きます。 
1926年に日本で6つの市にロータリークラブが
あった時に、大阪の方で第 1回目が行われました。
次の年の 1927 年に東京で行い、その次は名古屋
で行いました。この名古屋で行った 1928 年に、
日本が当時 70 地区ということになっておりまし
たが、初代ガバナーに米山梅吉さんがなったとい

うことです。そしてその次の年から、これが地区

大会ということになっていきました。 
歴史から見ると、都市連合会（IM）の方が地区
大会よりも古いのです。だからどうだというわけ

ではないのかも知れませんが、90年にならんとす
る歴史があるわけです。IMというものの歴史も大
事でしょうし、先程来おっしゃっていますように、

こうした所に集まって、人と人とが集まれば、摩

擦熱と言いますか、熱が発生する、熱気が出てく

るという中で、我々ロータリアンが色々今後のロ

ータリーをどう考えていくかということ、当然「ロ

ータリーを楽しむ」ということは大切だと思いま

す。そして楽しむ以上は、ロータリーの神髄をわ

からなければ楽しめないと思います。 
皆さんも自分のご職業、それを自分のご子息な

り家族の方に継がせようとする時に、良いと思え

ば継いで欲しいと、しかしお父様が息子さんに俺

の仕事なんか継ぐことないということになると、

それはその仕事が面白くなくつまらないという思

いだから、そうおっしゃるのだと思います。この

テーマに書いてあります「ロータリーを楽しみ、

思いを次代につなぐ」ということになると、その

思いはそもそもロータリーが楽しいものである、

良いものである、次の世代につなげていくのは、

このような良いことがあるから、楽しいことがあ



るから、だからつなげようということになるはず

です。それが無い限りは、つなげるということが

出来ないと思います。このような所に集まって頂

き、名前はともかくと致しまして、ご自分のクラ

ブを越えた、垣根を越えたロータリアンと話し合

い、そして色々なことを考えていくということが

大切なことだと私は考えております。 
地区大会しかり、クラブの大会しかり、都市連合

会しかり、そのような所で皆様の英知を集め、そ

してこのような所で素晴らしい方をみたら、次の

世代のリーダーには彼が良いのではないか、彼を

育てていこう等、そのようなこともあって然るべ

きかと思います。色々なことで皆様同士がロータ

リーの事を話し合って頂き、そして素晴らしい第

3 グループとして頑張って頂く、それがご自分の
クラブの発展にも通ずることでもあるし、またそ

れが地区の発展等、そのような継続性にもつなが

ることだと思っております。 
第 3グループは、第 5グループある中の真ん中
で、地理的にもそうかもしれません。是非中核と

なって頂くようなグループつくりを頑張って頂き

たいと思います。 
最後になりましたが、当地区の全ロータリアン

を代表致しまして、本日のこの IM が素晴らしい

ものになることをご祈念致しまして、簡単ですが

ガバナーとしての挨拶と致します。ありがとうご

ざいました。 
 

 
 
 

 
 
 
 

◆記念演奏会 
 弦楽四重奏   栗原ディクソン麻里様他４名 

 
 

 
 
◆記念講演 
…紹介…           佐藤圭司会員 
プリンスホテル入社後、西武ライオンズに入団

し、西武黄金時代のチームリーダーとして活躍、

その後福岡ダイエーホークスに移籍、福岡ダイエ

ーホークスの二軍監督を引退後、野球解説、野球

評論家を務め、オリックスブルーウェーブ監督を

歴任し、その後日本初の独立リーグである、四国

アイランドリーグを創設致しました。また、城西

国際大学客員教授にもなり、学生にスポーツビジ

ネスを伝えながら、現在は野球に挑戦する若者の

夢の場を数多く創設していらっしゃいます。 
本日は「時代を育てる」をテーマに、講演をお願

い致しております。宜しくお願い致します。 
 
講 師  元プロ野球選手 石毛宏典様 

 
 



佐藤圭司さんとは、西武ライオンズ時代の私の

専属トレーナーでございました。声は良いのです

が、トレーナーの方の腕は今一つでございまして、

その罪の意識からなのか、狭山中央ロータリーで

も一度講演、卓話等をさせて頂いて、「俺がもう少

ししっかりしていれば、石毛の選手寿命も延びた

のにな」という罪の意識があったからこそ、また

こうした場を与えてくれたのかなと思っておりま

す。 
私自身、IM（Intercity Meeting）は 2度目でご
ざいます。1度目は 11年前に四国アイランドリー
グを立ち上げた時に、高知で、四国四県の IM を

やらせて頂いた経験がございます。今日は皆様ロ

ータリアンにとりましては、非常に大事な行事の、

そして非常に大事な時間の講師としてお招き頂き

ありがとうございます。 
「時代を育てる」というテーマを頂きました。こ

の時にも佐藤さんから、言ってはいけないことを

色々と釘を刺されておりますので、その意識はあ

るのですが、時々踏み外すのが私の良い所と欠点

でございます。宜しくお願い致します。 
2015 年のプロ野球が、3 月 27 日を迎えて、今オ
ープン戦の佳境に入ってきました。そしてまた、

その前には 12球団のキャンプがございまして、例
年通りまた佐藤さんと共に、宮崎に出向いてキャ

ンプの視察等をしてきました。西武ライオンズ、

ソフトバンク、オリックスのチームを見て帰って

きたのですが、狭山中央ロータリーで話をさせて

頂いた松坂大輔、私があまり長続きはしないと言

いましたらその通りになってしまいまして、私た

ちにとってはあまり嬉しくないニュースでござい

ますが、その松坂がアメリカのメジャーからソフ

トバンクに帰って参りました。4年で 20億円です。
凄いです。 
では彼の力はどうなのか、彼のフォームは直っ

たのかということですが、オープン戦に 2 回登板
致しましたが、1度目はまあまあ、2度目はダメで
した。評論家の方々も少し心配だと、往年のフォ

ームには返っていないと言っております。佐藤義

則コーチや工藤新監督が付きりで指導しておりま

すが、なかなかフォームとは直りようがなく、非

常に難しいのかと思います。今年 1 年ピッチャー
をしてみて駄目だったら、野手でいこうと、工藤

に忠告をしてまいりました。 
投げ方とはなかなか良くならないのです。染み

ついた癖というものは、なかなか直りません。オ

リックスの糸井も昔はピッチャーでした。ヤクル

トの雄平もそうだったと思います。ボールが速い、

コントロールが悪い、しかしコントロールが良く

なって化けたら面白いなといって化けた選手はい

ないわけです。それほどスローイングは厄介です。

一方ヤンキースから広島に帰ってきた黒田は、40
歳で帰ってきましたが、20億円のオファーがあっ
た様です。それを断り、4 億円で古巣広島に帰っ
て来た、男気黒田、そういう評価がございます。 

では実際問題、彼のピッチャーとしてはどうなの

かと言いますと、前回ヤクルト戦で登板致しまし

た。その当時は打者 13人に対して 39球、完璧で
ございました。アメリカのメジャーリーグが使用

するボールというものは、コスタリカで作ってお

り、非常に粗悪な質の悪いボールでございます。

縫い目がバラバラ、表面が滑る、よくメジャーリ

ーガーが唾を付けたり致しますが、そんな中で彼

は順応してきたわけです。我々日本人はフォーシ

ームと言って、4 つの縫い目を上手く指にひっか
け、回転の良いボールを放ろうという教育を受け

てきました。しかしメジャーリーガーのピッチャ

ーはその粗悪なボールが元にあるものですから、

フォーシームはいらない、逆にツーシームと言っ

て、空気抵抗を多くし、変化をさせようという、

いわゆるバットの芯を外して打ち取りましょうと

いう魂胆です。粗悪なボールだからこそ、そうい

ったものが出てきたのだと思います。 
日本のボールは今ミズノが中心に、中国で作って

おります。それでもメジャーのボールより遥かに

質の高いボールです。黒田が日本に帰ってきて、

日本のボールを使いあれだけの変化が出来るのか

ということは疑問でした。しかし黒田は、その質

の良いボールをより武器にして、コントロールを

付けてきたのです。それによって 13 人、39 球と
いう完璧なボールを作っていったわけです。 
松坂は未だにフォームを考え、如何に良いボール

を投げようかと考えています。黒田は、如何に打

者を打ち取るか、そこに重点がいっております。

スタートラインでもうだいぶレベルが違うなとい

った所でございます。ですから、早めに見切りを

付けて、野手転向になった方が良いだろうという

ことです。彼はバッティングも良く、ゴルフも上

手です。ゴルフが上手な人は大体バッティングが

上手いのです。 
次に、ダルビッシュ有が 3月 17日に肘の靭帯の
断裂、いわゆるトミージョーンズという手術をす

るようです。昨年田中将大が同じような部分断裂

の診断を受けました。しかし彼は持ちこたえ、手

術をせず、昨日も良いピッチングをしておりまし

たが、今に至っております。ダルビッシュを始め、

日本から行った和田、藤川、松坂もこの手術を受

けています。これには色々な理由が考えられます。

先発ピッチャー中 4 日で休む期間が少ないという
こと、ベンチ入りメンバーが少ないので登板過多

になり易い、もう一つ一番厄介なのは、その滑る

ボールを最後指先の 2 本で押さえつけます。そう
した時に、この 2 本の延長の筋肉に多少の負荷が
かかり、それをやりすぎるとひじ痛にくるのかと

いうことが考えられます。 
野手、西武ライオンズの中島がオリックスに、

日本ハムから行った田中健介がまた日本へ帰って

まいりました。田中健介はともかく、中島は結構

な数字を残すのではないかという気が致します。

そして西武ライオンズドラフト 1 位の高橋光成で



すが、シニアディレクターの渡辺久信前監督が「石

毛さん、彼はとても良いですよ。期待して下さい

ね」と言っておりましたので、私は宮崎キャンプ

が終り、彼一人を見るために高知のキャンプに行

きました。立派な体で、ボールも速いです。非常

に期待が持てるピッチャーでございます。 
西武ライオンズは、今おかわり君等ホームランバ

ッターがおりますが、どうしてもピッチャーが問

題だということで、今年の西武ライオンズは菊池

雄星の出来次第で、優勝も有り得るかと思ってお

ります。そしてこの高橋光成ですが、私は早い段

階で一軍に来ても良いのではないかと思います。

そしてキャッチャーは森友哉と、若いバッテリー

で西武ライオンズの売りを作っていけば、楽天に

同期入団した愛媛県済美高校・安樂、この辺も刺

激をされて頑張るだろうと思います。 
楽天の安樂は昨日イースタンリーグで登板し、良

いピッチングをしているようです。この若い二人

が頑張って出てくれば、当然大谷翔平も黙ってい

ないだろうと思います。そのためパシフィックリ

ーグは非常に若い力が野球界に色々と刺激を与え

てくれる逸材になってくれるのではないかという

気がします。 
プロ野球西武ライオンズの OBが 4名、現在監

督になっております。工藤公康、大久保博元、田

辺徳雄、伊藤勤、そして昨年は秋山が監督をして

おりました。この中で優勝候補に絡むのは、戦力

を誇るソフトバンクホークスかなと思います。今

年のパシフィックリーグはソフトバンクかオリッ

クスブルーバッファローズが 1位 2位、3位 4位
が日本ハムか西武、5 位 6 位がロッテか楽天かと
いう所で順位予想をしておりますが、この後輩た

ちが皆それぞれ自分の考え方、個性を持って指導

をしてくれます。俗に名将、智将という評価がご

ざいますが、今までは三原さんや川上さん等、歴

代の優秀な戦績を残した方がそのような称号を頂

いております。私も何人かの監督の下で野球をや

らせて頂きましたが、私の考えの中においては、

名将、智将と言われる方は広岡達朗さんかなと思

っております。 
森さんも西武に 9 年在籍し、8 度のリーグ優勝
を致しました。野村さんもヤクルトで勝ちました。

仰木さんも、星野さんも勝ちました。しかし広岡

さんだけは弱いヤクルトに行き、2 年か 3 年で優
勝に導きました。勝てなかった西武ライオンズに

来て、1年目から優勝に導いていきました。名将・
智将と呼ばれる方々がチームを勝たせることは確

かにあると思います。しかし案外、名将・智将は

選手が結果を出して優勝し、その結果その時の監

督だった人が名将・智将という称号を頂いていく

のではなかろうかという気が致します。森さんも

野村さんも横浜に行って勝てなかった、阪神・楽

天に行って勝てなかったわけです。しかし唯一広

岡さんだけは、どの球団に行っても勝たせたわけ

です。 

我々プロ野球の人間というものは、大体特殊技

能を持った人間です。いわゆる投げる、打つ、捕

る、全てにおいて優秀なテクニックを持っている

人間がドラフト指名を受けてプロ野球界に入って

きます。しかしある面で優秀には間違いありませ

んが、とは言えまだまだ未熟なものも沢山ござい

ます。その未熟なスキルを、例えばわかり易い例

で言いますと、2割 5分のバッターを 2割 7分に
する、2割 7分のバッターを 3割にする、10勝の
ピッチャーを 13勝にする、そうしたスキルアップ
を図るような指導をしていって、全体のチーム力

を高め、その高まったチーム力で勝てる確率の高

い戦術、戦略を使ってゲームを行っていく、そう

することによって広岡さんはヤクルトでも西武で

も勝たせたわけです。我々のような教え子は、非

常に感謝をしております。厳しかったです。田淵

さんがいらっしゃいました。やや太めで動かず

DHでしたが、その点を広岡さんに怒られました。
「なぜ DH、打つだけの人間がそんなに給料をも
らうのだ。ふざけるな。野球選手は投げて打って

走って、それでなんぼだ。田淵幸一を再生しよう」

としごきました。そしてそのためには肉体作りも

必要で、そのためにはコンディション作りも必要、

そのためには食事も必要だと始まって、我々は自

然食なるものの研修を受け、それを食べていきま

した。そのおかげでレギュラー選手がほとんど休

まずに、ゲームに出ることができました。いわゆ

る戦力ダウンが無くなったわけです。プロ野球に

入って 10 数年しても優勝の経験のない田淵さん
が、37~38 歳で初めて優勝をして、子供のように
はしゃいでいました。優勝というものにはそれだ

けの魅力があるわけです。 
ちょうどその時代、80 年 81 年位はプロ野球界
の過渡期でございまして、昔は飲もうが遊ぼうが、

2 日酔いでゲームに出ようが打てば良いだろう、
勝てば良いだろうという感じでしたが、それでは

いけないと、管理野球というものが入ってきまし

た。それ以前に行っていたのが川上巨人軍でござ

います。だから勝っていたわけです。そして広岡

さんが行いました。 
先輩たち、田淵さん、山崎さん、大田さん、東

尾さん、その辺のベテランの方々は野武士と言わ

れ、好き勝手なことをしておりましたが、それが

急に締め付けられたものですから反発がございま

した。しかしその厳しい指導によって選手たちは

良い思い出ができました。ある面では厳しい指導、

厳しい教育、そういったものが必要ではなかろう

かという気が致します。今は俗にコーチングなる

もの、もう一つは褒めて育てるという言葉が流行

っているそうですが、まだまだティーチングの時

代で良いのではなかろうかと思います。そのティ

ーチングを行うのは、皆様方の人生の先人の方々

が、プライドとエネルギーを持って若者に苦言を

呈して頂きたいと思っております。 
プロ野球、現在 12球団で運営されておりますが、



昨年 5 月に安倍総理が「日本再生プロジェクト」
なるものの中で、アベノミクスの一つの成長戦略

の中の地方の活性化なるもので、プロ野球 16球団
構想を謳ってくれました。既存の 12球団に沖縄、
四国、静岡、北陸で 4 球団増やしましょうという
ことです。安倍さんは昨年ずっと財界人を連れて、

各国にトップセールスを行ってまいりました。そ

の辺の人脈をフルに利用して、財界人に色々とト

ップダウン的に話をして下されば可能性は高まる

と思います。 
プロ野球の 1球団の事業規模は、年間 150億円

~200億円かかります。今は野球協約の中で、1企
業 1 球団というルールがございまして、複数の企
業が持ち寄る球団経営にはなってございません。 
プロ野球 80年の歴史がございますが、昔は鉄道
会社、阪神、阪急、南海、西鉄、西武と、そして

一時期映画会社、東映、大映、そして新聞・マス

コミ、巨人、中日、TBS、フジテレビ、そして食
品系、日本ハム、ロッテ、ヤクルト、そして今は

IT、ソフトバンク、楽天、DNA、こうしたものが
時代を反映している産業として、プロ野球の経営

をしてくれております。一方プロ野球よりも 50
年も長い歴史を持つ社会人野球がございます。俗

にノンプロと言われておりますが、これは日本独

自のもので歴史もございます。1878年、鉄道管理
局が作った「新橋アスレチッククラブ」からスタ

ートしていきます。1927年、今の都市対抗なるも
のがスタートしていきました。私も大学を卒業し、

プリンスホテルという社会人野球を選んで入りま

した。1979年~1980年の 2年間お世話になりまし
たが、その当時の社会人野球チームは 230チーム
ございました。バブルが弾けて以降、今は 70弱に
減りつつございます。 
社会人野球を経営してくれている企業は、日本

のプロ野球球団を経営する企業よりも事業規模が

大きい会社が経営してくれています。トップダウ

ン的に、安倍総理の方から「社会人野球を辞めて、

皆プロに行け」と、例えば車産業、トヨタ、ホン

ダ、ホンダはこの狭山にもございまして、熊本、

鈴鹿と 3チーム経営してくれており、そして日産、
スズキと、この自動車産業で一つの球団を静岡に、

そして電気関係、東芝、日立、パナソニック、三

菱も社会人野球を持ってくれておりますので、こ

の電気関係で一つ球団を北陸石川県に、そして鉄、

新日鉄、JFE、更に紙、大王製紙、日本製紙、ユ
ニチャーム等々で一つ球団を四国に、そして後は

生保、日本生命、明治安田生命、第一生命等々で

沖縄に一つ球団を持ってくれとすると、可能性は

高まると思います。そして更に大きな会社、NTT、
JR、JA、全日空、日本航空は、プロ野球全体のオ
フィシャルスポンサーになってくれはしないかと、

そうした形でいけば日本に 16カ所、これを政令都
市に 1 軍を置いて、経営して行きましょう、そし
て 50万都市にはこの 2軍を、30万都市には 3軍
を、10万都市には 4軍をということにしていけば、

今問題の地方創生なるものの発展になっていくの

かと思います。 
10年前に楽天が仙台に行きました。その前には
北海道に日本ハムが行き、こうしたプロ球団が行

くことによって地域は栄えて参ります。この辺に

手本として色々なプロ球団が、或いはサッカーの

J1でも構いませんが、プロスポーツが地域に散ら
ばっていけば、地方創生、地方は栄えていくかと

思います。そうしたことから日本の野球界も、今

は全体的に物を考え、大きなグラウンドデザイン

を書いて示す、そういう時代に来て良いのではな

いかと思います。参考にするものは、J リーグの
やり方で良いと思います。もっと野球界が素直に

なり、人から色々と学んでいこうという、そうし

た姿勢があって然るべきではなかろうかと思って

おります。当然 3 軍、4 軍まで抱えた以外には、
プロ野球もそろそろユースを抱えても良いのでは

ないかという気がしてなりません。サッカーはそ

れでだいぶレベルが上がって参りました。 
もうじき選抜が始まりますが、中学まで野球を

やっていた子供は大体高校に行って野球を致しま

す。この高校は高野連という所に入っており、高

体連とは違う、また別なものでございます。この

高野連は主に毎日新聞が選抜を行い、朝日新聞が

夏の甲子園大会を行います。これは高野連特別で

す。アマチュアで高校生のゲームでありながら、

我々一般から入場料を取って興行を行っておりま

す。スポンサーは民間です。高校のバスケットボ

ールチームやバレーボールチームがどこかの県営

体育館を借りて、入場料を取って大会を開くこと

は、まず稀です。 
高野連はその事業モデルを作り潤沢な資金の元、

大阪の一等地に自社ビルを持って運営をしており

ます。それならばプロ野球界を中心にユースを立

ち上げましょう、そうすることによって、日本の

プロ野球 OB のセカンドキャリアとして、受け皿
にもなります。そしてレベルも高まります。例え

ば西武ライオンズ、所沢に一つでは足りません。

所沢、大宮、或いはキャンプの南郷に一つ、狭山

でも OKだと思っております。最低 3つを持ち、
12 球団で 36 チーム、これを基盤に、甲子園では
ないけれども夏は東京ドームで、次の年は大阪ド

ームで、次は札幌ドームと、地方のドームを転々

としていく、子供たちに、当事者に、親御さんに

高野連に入って甲子園を目指しますか、ユースに

来てプロ野球を目指しますか、こちらはプロアマ

規定がなくして、プロの OB が指導者をあてがい
ます、大会をこのように開いていきますと、この

ようなことも私は良いのではないかと思います。 
それとは別に、私は 96 年に引退をし、97 年にア
メリカへコーチ留学をさせて頂きました。ロサン

ゼルス・ドジャースへ行き、ちょうど野茂秀雄が

トルネードで 3 年目を頑張っている時でございま
した。その時にお世話になった人間が、岡山出身

でロサンゼルスのリトル・トーキョーに住んでい



た藤本という人間です。この藤本さんも時々帰っ

てくるのですが、よく色々とお互いの夢を語りま

す。藤本さんも高校球児でございました。 
先日 2人で、「こんな大会できないか」と話して
おりました。命名は「スーパー高校生・秋の甲子

園大会」というもので、先ほど申しましたように、

春は毎日、夏は朝日、秋の「スーパー甲子園」は

読売が担当したらどうかということです。そして

大会の目的は、いくら個人成績がよくても甲子園

に出場できない選手がたくさんおります。高校球

児は 3 年間ひたすら甲子園を目指して練習に励み、
試合を行って参ります。3年間最後まで努力して、
そして良い数字を残した人間、各ポジション 2 名
を選出していく、そして高野連が仕切る、監督は

その夏甲子園に連れてった監督に対応してもらう

というものです。夏の甲子園に出られなくても、

或いは夏までに甲子園に出場できなくても、3 年
間の内に優秀な成績を、県下の中で 1番か 2番を
残した選手には、最後のチャンスを与えましょう

というものです。自分の頑張り、実力次第でスー

パー甲子園に出て、皆にお披露目できるとすると、

途中で悪さをする奴もいなくなるだろうと、健全

なスポーツ精神が司っていくはずだろうと、また

観客の皆さんも春・夏の甲子園よりもはるかにレ

ベルの高い、例えば千葉でしたら、高校単位では

なくオール千葉で行くわけですから、そうすると

また地元意識、47都道府県、我が町のチームをよ
り応援していくのではないかと思います。いわゆ

る郷土愛を強く持ちながら、その人たちが甲子園

へ運ぶ新聞を見る、そのことによって色々な経済

効果を生むことができるのではないかと、これも

一つやってみたいという話をしております。 
そしてもう一つは、野球の国体を開きたいという

ことです。私は千葉出身でございますが、総監督

を長嶋茂雄さんにして頂き、プロ OB が何人かで
る、プロ現役が何人かでる、社会人野球が何人か、

大学生、高校生も何人かでるというもので、これ

は駅伝が都道府県別をしておりますが、駅伝の野

球版で出来ないのか、結構盛り上がるのではなか

ろうかと思います。野球というツールを利用して、

色々と経済効果を生み、地方を盛り上げる、その

ような手法はたくさんあるのではないかという気

がしてなりません。 
今、時より私は大分県へ行きます。こうした 2

足のわらじ、これは革靴ですが、野球のスパイク

の裏になります。EX-SPORTS と書いてあります
が、EX は EXPANTION（拡大する）、SPORTS
はスポーツです。地方から野球を、或いはスポー

ツを含めて、色々な形で拡大できていかないかと

いう意味合いで関わっているのですが、実は大分

県の国東市このような試みをしております。 
地方から今どんどん若者がいなくなり、困ってい

ます。地方には第一次産業と地場産業が沢山あり、

その労働力、就農者がいないわけです。そのため

今国は地方創生と言って、いかに地方を元気する

かということを国策として考えています。特に農

業においては、色々な補助金を出しながら、考え

ております。今国東市と私の東京にいる IT関係の
友人がお金を出しあって会社を創りました。産業

創出機構という第 3 セクター的な会社であります
が、半官半民でございます。今この国東市に若者、

余所者を呼び込もうという施策をとってございま

す。3期目を迎えますが、第 1期 4 名、第 2 期 8
名、計 12名の若者、余所者が今この国東市に行っ
て、定住を図ろうとしております。何をしている

かと言いますと、その産業創出機構が 1 年間月給
16万円を払うので、1年間、あるいは 2年間、農
業なり、地場産業なりの研修をして下さいという

ものです。その研修の間は給料を払うので、その

後その身に付けたスキルで 2 年後、3 年後には起
業をし、社長をして下さいという試みでございま

す。第 1 期生の 4 名が、主に農業ですが、今年 4
月に会社を立ち上げて運営していきます。 
国東市は大分空港があり、大分湾の中にはいわゆ

る関サバ、関アジというブランド制度がございま

して、これは割と有名な水産物です。鮮度が良い

ものが大分空港からすぐに出ていくのですが、そ

こを利用して、魚のみならず大分で作った農産物

も一緒に流通して欲しいというものです。 
町づくり協力隊、雇用創出事業、色々なものの補

助金がございます。そして空いている日は事業計

画を作る等して、起業するためのセミナーを開き、

勉強しております。今年 4月に立ち上げる人間は、
今年収 700 万円を目論んでおります。今現在 12
名の若者が行っておりますが、これを我々は「ワ

ンピースケイ」と言っておりまして、海賊の漫画

にワンピースというものがあるそうですが、足ら

ない所を皆で補いながら成長して、一つのグルー

プとしてやっていこうということです。知らない

余所者がいきなり大分へ行き頑張れと言ったら、

皆へこたれてしまいますので、仲間で助け合って

やって欲しいということです。 
3月 11日に私の母校、駒澤大学に行き、企業説
明会なるもので出品をさせて頂きました。後輩た

ちを集めて、「大分で今このような試みをしている

ので行って欲しい。会社勤めをして 20万円位の給
料を貰い、競争相手を間近にし、色々と頑張って

努力をするのだろうけれども、最終的にノイロー

ゼ、躁鬱になって引きこもり、そんな人生は楽し

いか。地方に行って好きなことをし、ワンピース

ケイの仲間と助け合い、年収 1 億円位の企業の社
長にならないか。」という話をしてきました。キャ

リアセンターの部長は「お前の所に、学生はこな

いだろうな。」と心配をしておりましたが、2時間
のセミナーの間に 35名の若者が来て、実は昨日、
第 1 回目の就職説明会を開きました。そこには 9
名の若者が来てくれました。いわゆる色気がある

のです。会社に勤めて扱き使われるよりは、1 年
~3年は丁稚奉公で仕事を覚えて、その後は自分の
手一つでお金を稼ぎたいという、そのようなエネ



ルギーを持った若者が何名かおりました。 
このようなモデルを行っているので、そこに私は

野球人として、プロ野球でクビになった人間の受

け皿として、国東で百姓をしてくれないかという

ことをお話しています。東京農業大学等、色々な

所に行きました。色々な大学に行き、こんなこと

をやっているので、野球経験者が来てくれないか

と、いわゆるこれが 2 足のわらじです。社長と野
球選手、大学まで野球をし、プロ野球選手になれ

なかった、今は企業も厳しいですからそう簡単に

社会人野球にも入っていけません。結果 4 年で断
念する選手はたくさんおります。しかし野球を諦

めきれないはずなのです。それならば野球を捨て

なくてもいいので、百姓もやって欲しい、地場産

業をして欲しいということなのです。それで仲間

が集まれば、チームを作って都市対抗に出られる

ではないか、東京ドームに行き、作った野菜を売

ろうと、新たなスポーツ事業、スポーツの在り方

とを、今は野球ですがそのうちにサッカーも、あ

るいはミュージシャンでも、色々なものを含めて、

余所者が地方に集まるといったことを今行ってお

ります。非常に楽しいです。若者は非常に色々な

考えを持っております。この若者の受け皿を、色々

な環境やアイデアを出しながら、若者を引き止め

たい、引き受けたいと思っております。 
地元大分の方々も「先祖代々の土地があるけれど

も、遊ばせて勿体ないのだ。けれども売りたくは

ない。誰かやってくれる人がいるならば預けても

良い。」と受け入れ態勢を作ってくれております。

地元の方々、余所者のコラボレーションを図る、

そこには国も県も市も協力をして、補助金も出す、

そして IT の人たちが経営コンサルタントとして
色々な勉強やセミナーを開いております。非常に

新しい形で地方が甦りつつあるのではなかろうか

という気がしてなりません。 
高齢化が問題になっております。今日のメンバ

ーにはそれほど高齢の方はいらっしゃらないと思

っておりますが、いわゆる社会保障費が上がって、

若者や子育て世代の負担が大きくなるからです。

しかし本来、高齢化社会は素晴らしい社会である

と思っております。今年戦後 70周年を迎えますが、
それからの復興、皆様方の人生の先人たちが、色々

沢山頑張ってこられたのです。そのため皆さんは

誇って良いと、うぬぼれて良いと、もっと頑固に

なって良いと思っています。しかし医療、介護、

福祉においてはお金がかかります。ではどうする

のかと言いますと、狭山を、この地区を稼げる町

にしたら、それは可能であると思っています。 
若者が定住し、起業できる、そういった支援を大

分のようにしていけば、可能性は高まっていくわ

けです。働く職場よりも、働きたい場所、職場を

作れば良いとおもっています。町を変えるには、

俗に余所者、若者、ばか者と言いますが、そこに

もう一つほら吹き者、これは嘘つきのことではな

く、壮大な夢を持つもの、これが必要ではなかろ

うかと思っております。若者を受け入れるアイデ

アを持ち、環境整備をし、それを地方から発信し

ていく、地元の若者をある面では育成していく、

余所者を使って地方を、若者を元気にするのだと

いうことです。今まではより遠く、より早くを望

んできましたが、逆に地方は、より近く、より遅

くという発想でも良いのではないかと、スローラ

イフを進めても良いのではないかと思います。 
私は野球を基に、野球をツールとして何が自分

にできるのかというスタンスで、11年前に日本初
の独立リーグ、四国アイランドリーグを作らせて

頂きました。若者が夢にチャレンジする、夢を成

就する、そこに OB が力を貸す、そして経済効果
を生み、地域を元気にしていく、そんな思いでこ

の四国アイランドリーグを作りました。皆様は今

まで自分が培ってきた得意分野で考えてみて下さ

い。それを成就するために、ロータリアンがタッ

グを組み、広い見地で知恵を出し、広く意見を求

め、そして実現できる可能性を探っていく、それ

が可能だと思っております。 
昨年 11月、私にとっては非常に悲しい出来事が

ございました。高倉健さんの死でございました。

子供の頃から兄に連れられて、網走番外地、昭和

残侠伝、いわゆる侠客という映画を良く観に行き

ました。学生時代は幸せの黄色いハンカチ、遥か

なる山の呼び声、社会人時代は海峡、そういった

映画を観ることができました。健さんから、映画

を観て、義理と人情を秤にかければ義理の方が重

たいのだということも習ってきました。 
良い習慣は才能を超えると言います。健さんは正

に、才能の有無に関わらず、或いは好き嫌いには

関係なく、仕事という習慣を通して、己を鍛え上

げた人だと思っております。健さんが亡くなった

後、数日間、数々の特集番組がございました。追

悼本も沢山出ておりました。それは高倉健という

俳優に憧れて、高倉健という生き様に共鳴した人

が恐らく数多くいたからでしょう。男は黙って仕

事をする、健さんの仕事ぶりを見て、そんなこと

を習いました。 
オリックスの監督時代、負けが込みました。ゲ

ーム後練習を行い、12時くらいにクラブハウスを
出ていきます。お腹が空き、赤ちょうちんのお好

み焼き屋に帰りの車を停めて入りました。お腹が

空いたからお好み焼きを焼いてとおばちゃんに頼

み、ふと目を上げますと、目の前の赤いポスター

の高倉健さんがおりました。その時のキャッチコ

ピーが「まっすぐで、いいんじゃないですか。」で

した。球団幹部といろいろあった時、くじけそう

な時も何日かございました。しかし「まっすぐで、

いいんじゃないですか。」というキャッチコピーに

救われました。結果、心折らずに、心のブレを作

らずにやり通したら、クビになりました。 
幸せの黄色いハンカチのラストシーン、多数の黄

色いハンカチが風にたなびいていたシーンは感動

致しました。健さんと、奥さん役の倍賞千恵子の



再会、愛する人を思い、愛する人を待ち続ける男

と女、健さんの死で忘れていた大事なものを思い

起こさせて頂きました。 
義理、人情、仁義、道理、日本人の一番の素晴

らしい国民性だと思っております。この精神が欧

米諸国には一番怖かったはずです。日本人の一番

の武器だと思っております。皆さんはそれを恐ら

くお持ちであると思っております。男は黙って仕

事をする、男は背中で勝負をする、今はプレゼン

テーション能力、コミュニケーション能力が必要

なのだ、いわゆる携帯やメールの普及によってこ

のようなことが言われてきました。人生の先人の

方々には、その人間の持っている本能を見極める

眼力をお持ちだと思っております。その目で、時

代を担う若者を育てていってもらいたいと思って

おります。「石毛わかったよ。皆そう思っているよ。

でもなかなか具体的に動けないし、無理だよ。」と

言われるかもしれません。私も独立リーグを立ち

上げる時に「どうせ無理だ」と言われました。「ど

うせ無理」だったら「こうしてみよう」、このよう

にコメントを発して頂いて、出来ない理由を探す

のではなく、出来る理由を考えていきたいと思い

ます。生れ育った故郷を皆で考え、皆さんで行動

を共にして、我が町を育てていって頂きたいと思

っています。 
この IM の狙いがどこにあるのか、私はわかり

ませんが、これだけの方が集うわけですから、こ

の後の懇親会も含めて、皆さんの熱量で今日の会

が益々盛り上がることをお祈りして、私のお話を

終わらせて頂きます。 
 
◆IM講評       坂本元彦ガバナー 
私野球選手のお話を聞いたのは初めてなのです

が、野球の技術も非常に素晴らしかったのでしょ

うが、話術も素晴らしかったです。その認識をし

たということだけでも、今日のこの IM の良い所

があったのかも知れません。 
一つ一つのことを取り立てて言うことはござい

ませんが、順番で言いますと、補佐さんのテーマ

がまず良かったと思います。次につなげようとい

うことは、大変素晴らしいことだと思います。先

ほどの挨拶の中でも言いましたけれども、次につ

なげるためには、やはりそのつなげる楽しさ、良

さというものをわかるということを、教えて頂い

たということがあるともいます。そして中程の四

重奏、よくロータリーはオーケストラだというよ

うなことをおっしゃる方がいます。そして会長さ

んなり、ガバナーもそうでしょうが、それは指揮

者なのだということです。オーケストラであって

もすべからく、先ほどの 4 人の方のようにスキル
が良ければ、一糸乱れぬ演奏をされるでしょうけ

れども、ロータリーというものに関して言うと、

そうでないこともあるかも知れません。変な音を

出す方も、良い音を出す方もいるでしょう。それ

をどうまとめていくかということが、クラブの指

導者であり、地区の指導者であり、RIの指導者な
のだと思います。 
このようにロータリーというものはオーケスト

ラであるということ、そしてもっと言えば、パス

トガバナー、パスト会長は評論家だと、そのよう

に言っております。当っているのかどうかはわか

りませんが、当たらずとも遠からずであろうと思

っております。ロータリーはオーケストラなのだ、

キーキー声を出す方もいるかも知れませんが、そ

れをまとめて下さいねということになるのでしょ

う。そのようなことを、先ほどの四重奏から学ん

だのかも知れません。 
石毛さんのお話は、色々と良いことを言ってお

りました。指導は厳しくということが名将であり、

智将であるとおっしゃっておりましたが、そうだ

ったのだ、私もそうすれば良かったと思いました。

しかし年度もそろそろ終わりますので、これは次

年度の高柳さんに、是非厳しくやって頂きたいと

いうことを伝えておこうと思っております。そし

プロ野球でもなんでも、ユースを作るというよう

なことをおっしゃっておりました。ロータリーも

そうかも知れません。ロータリーもロータリーユ

ースというものを、ロータリアンの土台となる方

を各地域で考えて作っていって頂ければ、今後増

強ということに関しても、そう苦労をしなくてよ

いのかも知れません。やはりどんな組織でも自分

達だけで成り立っている訳ではございませんので、

是非裾野を広くするということが大切なのだろう

ということをおっしゃいまいた。 
そしてやはりプロ野球というものは、色々な球団

が競う、言ってみればロータリーもそうなのかも

知れません。この地区に 5 グループあるというこ
とは、ただ単にあるということではなく、第 1~第
5 グループ、これが良い意味で競うグループでな
ければ、発展性は無いのかも知れません。我々の

グループはもっと素晴らしいことをしよう、もっ

と良いことをしよう、地区の指導者としてももっ

と良い指導者を作ろう、出そうと各グループの方

に考えて頂ければ、このグループに分かれている

意義もあり、そして今日のこの IM というものを

行う意味・意義もあるのだろうと思います。唯集

まって、ワイワイ行えばよいということではない

と思います。是非各グループの、良い意味での自

立、今後の地区の発展のために良い指導者を作る

ような、また良いクラブの発展性のある奉仕活動

等々を行って頂ければ良いのではないでしょうか。

そのように思います。 
最後に、石毛さんがおっしゃった高倉健の「ま

っすぐがいい」ということ、これを私はトイレに

行ったときに考えまして、そうしようと思いまし

た。アメリカの詩人のサミエル・ウルマンが「青

春とは心の様相を言うのだ。体のつくり等を言っ

ているのではない。」と言っております。気持ちが

しっかりしていれば、歳がいくつになっても青春

であるということなのでしょう。言い換えれば、



ロータリアンとは心の様相を言うのだということ

に通ずるのかも知れません。 
常に良いロータリアンであるために、当たってい

るかどうかはわかりませんが、奉仕の理念という

ものを心に持って、ロータリー人生を謳歌してい

こうではありませんか。せっかく同時期、この世

の中で一時代同じ時に生まれて過ごしているので

すから、喧嘩をすることはありません。 
 
・・・・第二部懇親会・・・・ 

 
司会   ホストクラブ幹事 江原伸夫 

開宴挨拶          沼崎ガバナー補佐  
滞りなく終わることができ

ました。本当にありがとうござ

います。これから第 2部の懇親
会を始めます。狭山の地に皆さ

んいらっしゃって頂きまして、

本当にありがとうございまし

た。 
実行委員さんがなけなしの予算の中で、せめて

おもてなしの心だけは一人前にしたいと、催しを

しておりますので、是非最後まで楽しんで頂きた

いと思います。宜しくお願い致します。 
 
 
来賓挨拶          坂本元彦ガバナー  
先ほどは素晴らしい IMを開

催して頂きました。そして懇親

会、ロータリーを楽しもうとい

うことの一つには、大いに飲ん

で食べて話そう、そして親睦を

深めていこうということがあ

ると思います。先ほどちらりと

料理をみましたら、美味しそう

なものがございましたので、皆さん楽しい懇親会

になればと思っております。 
 
乾杯 

入間ロータリークラブ会長 加藤国夫様 
皆さんこんばんは。 
ただ今国際ロータリー第 2570 地区、第 3 グルー
プの IMが立派に行われたと私は思っております。
これにつきまして、今日は坂本ガバナーにおいで

頂き、そして石毛さんもおいでになられ、大変素

晴らしいお話を聞かせて頂きました。何か質問が

あるかという時に、西武ライオンズに戻る気はな

いのかと、そんなことをお聞きしたかったのです

が、今日はそのお話を聞かせて頂きたいと思って

おります。 
2570地区の第3グループのクラブの益々のご繁
栄と、本日お集まり頂きましたご健康と弥栄をご

祈念申し上げまして、乾杯の音頭を取らせて頂き

ます。 
 

挨拶  第三グループパストガバナー石川嘉彦様 
 

 
今日は素晴らしい IMを、沼崎さんありがとう 
ございました。そしてこの設営をして下さった狭 
山中央ロータリークラブの皆様、本当にありがと 
うございます。素晴らしい IM でございました。

そして石毛さんのスピーチは、先ほども申し上 
げましたが、野球の選手かスピーカーかわからな 
いような、野球は勿論のことなのですが、話術の 
素晴らしさに感動致しました。私も少し勉強しな 
ければならないと思いました。 
今日は第 3グループの IMですが、IMとは、昔は
ICGF（InterCityGeneralForum）と言っておりま
した。これはアメリカが発祥で、アメリカのクラ

ブは遠い所にありますから、たまには多くのクラ

ブが一緒に集まってミーティングをしよう、親睦

を深めようということが原点だったのです。今日

はまさにその通りでして、第 3グループの 12クラ
ブの大勢の普段は会わない皆様とこうして集まる

機会を作って頂いたこと、大変嬉しく思っており

ます。 
私は地区大会も勿論好きなのですが、この IM が

一番好きなのです。理由は、地区大会となります

と熊谷、深谷、和光等非常に遠くなってしまうの

ですが、IMは地域ですのでとても良いコミュニケ
ーションがとり易いのです。そうした意味でこの

IMがとても好きで、大切に思っております。過去
の IM もとても素晴らしいものでしたが、今日の

IMはとても嬉しく、沼崎さん、本当にありがとう
ございました。今日はお招き頂いたと同時に、こ

うして皆様と話が出来たこと、大変嬉しく思って

おります。 
簡単ではございますが、これで挨拶を終わらせ

たいと思っております。とにかく狭山中央ロータ

リークラブの皆様と沼崎ガバナー補佐に心から御

礼を申し上げます。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 



※ 次の例会 
 
４月７日(火)  例会臨時変更 
  
家族同伴お花見夜間例会 

  
 点鐘 午後６時 
 
 会場 ニックス 

中締め 
新狭山ロータリークラブ会長 伊藤宣明様 

 
今日はお忙しい所、たくさんの方がおいで下さい

ましてありがとうございます。また沼崎ガバナー

補佐さん、狭山中央ロータリークラブの皆さんに、

本当に素晴らしい IM を企画して頂きまして、あ

りがとうございました。 
普段忙しさに感けて、コンサートをゆっくり聞く

ような機会もありませんでしたし、また超一流プ

レイヤーというのは、素晴らしいスピーチをし、

仕事の取り組み方、考え方がやはり違うのだなと

改めて考えさせられました。石毛さんの心に響い

たこれを、私も明日から実際の仕事の場で実践し

ていきたいと思っております。 
引退しても若い人、後進を育てていく、そしてま

た町おこしを手伝っているということは、我々ロ

ータリアンの奉仕の精神に繋がる事ではないかと

思います。我々も会員増強を図りまして、奉仕の

精神を社会に益々広めていかなければならないと

改めて思いました。 
本日はありがとうございます。 
 
大締め 

狭山ロータリークラブ会長 大澤譲司様 
 
2570地区、第 3グループの IM、大成功であった
と思います。沼崎ガバナー補佐、狭山中央ロータ

リークラブの皆様、本当にご苦労様でした。大変

な思いをしたと思います。ありがとうございまし

た。 
そして第 3 グループの益々の発展を祈念致しまし
て、一本締めをしたいと思います。 
 
終宴挨拶         栗原成実実行委員長 
大分肩の荷がおりたようで、一人で飲んだよう

な真赤な顔をしておりますが、実は今週 9~10 日
に狭山中央ロータリークラブは東京方面の 1 泊の
親睦旅行をしてまいりました。大変楽しい旅行だ

ったのですが、その時、どうも肩が張って困った

な、夜もよく眠れないと思っておりました。しか

しよくよく考えてみましたらこの IMが今日 14日
に控えていたわけです。今夜は多分、肩の荷が下

りてゆっくり眠れることでしょう。皆様の協力を

得まして、沼崎ガバナー補佐の元で、第 3 グルー
プの IM が無事終了致しますことを、実行委員長

と致しましては大変嬉しく思っております。 
本日はお忙しい中、大勢の方にご参集して頂きま

して大変ありがとうございました。またこの IM
というものは、近隣のクラブが年 1 回集う場所で
ございますので、是非来年度も、どんな形でも良

いので IM を実行していきたい、そのような思い

を強くした次第でございます。今日は大変ご協力、

ありがとうございました。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


